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１. まえがき 

天正 14(1586)年に大洪水が発生し，旧各務郡前渡村(各務原市)以西の河道が変わり現在の木曽川筋となっ

た．岐阜県治水史 1)によると，大洪水は上流域の山林乱伐が主な原因の一つであるとしている．その後，慶長

14(1609)年左岸に強大な「御囲堤」が完成され，右岸美濃側にも堤防整備が行われて猿尾（水制工）が多数設

置された．しかし右岸側は堤防天端高を御囲堤より 3 尺(90 ㎝)低くすること，および災害時の修繕は御囲堤

の修繕完了後とする等の不文律が強制され．度々洪水・破堤が発生した．本報では，洪水と右岸堤防破堤の頻

度と原因，および猿尾の設置との関連について検討の結果を示す． 

2. 対象地 

木曽川上流域は，山地部面積が 90％以上を占め，30

度以上の急斜面の地域が全流域の 50％以上ある．また， 

多雨地域であるため多量の土砂が河川に供給されやす

く，犬山下流の扇状地まで運ばれて対象地域に堆積し

た．そのため，堤防の基礎地盤は、沖積砂礫層である． 

堤体の地質は，地質調査柱状図から，砂質土と砂礫土

の互層であることが確認でき，江戸時代初期の築堤には 

自然堤防を利用して河床材を掻き上げ築いたものと考えられる．故に基盤と堤体は高透水性の地質である． 

研究の対象地域は，図１に示す岐阜県羽島郡笠松町～愛知県丹羽郡扶桑町の木曽川で，河口より 40～56 ㎞

区間の木曽川とした． 

3. 上流域の樹木伐採と対象地の洪水・破堤 

 木曽山の樹木が築城・社寺建立・民家などの用材として大量利用され， 1560 年から約 100 年間で山林資源

は涸渇した．このため尾張藩は山林保護政策を打ち出し 1791 年には植生が回復して伐採量を増加させ，1850

年以降には再び乱伐による尽山となった．豪雨は樹木伐採により洪水を引き起こすが江戸期の降雨記録は無

いため，上流域における 1595 年~1940 年の 345 年間について，流域内 19 市町村の自治体史から水害の発生

状況を時系列的に明らかにした．さらに，研究対象地域の洪水・破堤の発生状況は「岐阜県災異誌」2)等に基

づいて調べた．対象地域おける洪水は 89 回発生し上流域の洪水と整合が認められた．木曽川の洪水到達時間

は江戸期には 12 刻（24 時間）と云われ，記録の調査では洪水継続日数は 85％が 1 日以内で 2 日以上は 13 回 

であった．その中で破堤は 35 回を数え各村では合計 39 箇所の 

破堤が発生した．村別の破堤回数を図 1 に示した．また，図 2 に

は樹木の利用と伐採面積率、および洪水頻度を示してある．1 期 

の洪水発生の集中は，建造物の築造による山林伐採面積増加，ま

た，２期においては大火の復興への木材利用が，夫々山林被覆率

を激減させ流出量・洪水を増加させた原因であることがわかる．              

4. 破堤原因の検討と猿尾の設置 

江戸時代における右岸堤防の形状・規模を図 3 に示す．小段 

の無い単断面で築造されており，左岸の御囲堤に比較すると右 

岸堤は小規模な堤防であった．砂礫基盤上の堤防の被災形態は， 

越流、浸透（基礎地盤と堤体）、および侵食である． 

図１ 研究対象地域と村別破堤回数

数 

 

図 2 木材利用と伐採面積率， 

および洪水頻度の関係 
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右岸堤防の被災形態別の破堤原因は，以下の(1)～(4)のようであると考えられる． 

(1)越流  

越流水の掃流力による裏のり面・のり尻部の洗掘破壊である． 

破堤に至る越流時間は，近年の実測では半日を越えると損傷～ 

破堤に至ると考えられている．特に越流箇所の集中が危険で，平成 27

年 9 月 10 日の鬼怒川洪水では，1 箇所からの越水発生後，1 時間 6 分 

で決壊を起こしている．この破堤は，堤防の縦断的な不

陸が原因と考えられるが，江戸期の木曽川右岸堤につい

ては統治者が混在し天端高の統一施工が困難であった

ことや，工事後の不等沈下の発生および基本的に左岸堤

より天端が 9 尺（0.9m）低く，越流の発生による破壊

は避けられなかったものと推測できる． 

(2)浸透 

堤防基礎地盤と堤体が透水性の高い砂質土，砂礫土であることから，洪水時の堤体浸潤面が上昇して裏のり

面のすべり破壊を起こし破堤したものと考えられる．破堤回数が最大の前渡村堤防について浸潤線の形状を，

広く用いられているキャサグランドの方法により求めた．裏のり尻上 4.3m 付近で浸透水が浸出し，破堤の原

因になったとものと考えられる（図 4）．また，堤防北側はやや透水性の低い各務原台地のため，浸透水の「行

き止まり型」を形成して水位上昇を生じ，のり尻の崩壊を助長していたことが考えられる． 

左岸の御囲堤は，犬走り（小段）が設けられ浸潤面が裏のり面と交わらない．さらに堤防天端高が右岸より

高いなどの 2 つの理由により，破堤が起きなかったものと推定できる． 

(3)洪水継続時間と浸透の関係性 

浸透水の堤防裏のりへの到達時間をストロール公式により推定し，洪水継続時間と対比して浸透安全性を評

価した．堤防の透水係数を 0.1 ㎝/sec と仮定すると，前渡村堤防の浸透到達時間は 13 時間となり許容洪水継

続時間は半日程度以下が限度となった．当地の洪水継続日数は記録によると，ほぼ１日以内であるが，流域が

広範囲かつ洪水到達時間が長いため洪水継続時間は 24 時間に近いと推定され，破堤原因となった確率が高い．  

(4)浸食 

堤防整備初期～明治期まで図 1 に示す右岸側が本流で，洪水時の流水が右岸湾曲部に激突し，堤防のり面の

洗掘を起こして侵食破壊により破堤が多発したものと考えられる． 

5.猿尾の設置について 

破堤多発の原因は，山地の樹木伐採が流出量を増加させ下流域で洪水および破堤を発生させたと推測できる．当 

時は越流・侵食被災に比べ堤体の浸透による破堤の理解が低く，侵食に対する堤防防御として猿尾が設置されたも

のと考える．なお，1680 年代に刊行された「百姓伝記」3)には「法面の勾配が急な場合は水が漏れて裏側が崩れる．

堤防が太ければ越流しても裏側は崩れない」と記載されているが，全国的な仕方書となったのは幕末であった． 

6．まとめ 

江戸時代に整備された堤防と猿尾の設置に注目し，山地の樹木伐採面積率の変化，および研究対象地域の堤

防整備と猿尾設置との関わりについて検討を加えた．その結果，流域の豪雨による洪水と破堤の多発は，大規

模な木材利用による伐採面積率の変化と深く関わっていたことがわかった．また，堤防整備と猿尾の設置は，

結果的に洪水流出量に影響する樹木被覆率が関係していたことを明らかにした． 
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図 3 右岸堤防の高さと天端・敷巾 

図 4 前渡村堤防の洪水浸潤面 
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